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令和２年度 

まちのお金の使いみち
本年度の予算の概要と事業についてお知らせします。

第６次置戸町総合計画始動・町長改選期の年

　現在、本町の財政状況は、財政の健全化を示す
「実質公債費比率（Ｈ30 ～ 7.1％）」や「将来負担
比率（Ｈ30 ～なし）」から判断すると、健全性が
維持されていると言えます。
　国における令和２年度の地方財政対策では、地
方交付税等の一般財源総額が令和元年度を上回る
額で確保されたことから、本町に対する地方交
付税も維持が見込まれると判断されるところです。
近年は農業所得の伸びが見られるものの、今後、
一層進むことが予想される人口減少や地方におけ
る景気回復の遅れに影響を受け、町税が大幅に増
加するとは考えにくく、自主財源の乏しい本町に
とって、財源確保はますます厳しい状況です。
　一方で、住民ニーズの多様化や高齢化に伴う物
件費や扶助費、公共施設の老朽化による維持管理
経費などは増加傾向です。投資的経費において、
簡易水道再編推進事業が令和元年度をもって完了
しますが、橋梁長寿命化事業や道路改修など町民
生活に直結したインフラに対して計画的な改修が
必要です。
　「第６次置戸町総合計画」がいよいよ令和２年
度からスタートします。また、「まち・ひと・し

ごと創生総合戦略第２期」も初年度です。総合計
画の将来像であります「笑顔と夢を未来につなぐ
まち」の実現のため、町民の誰もがわが町に愛着
や誇りを持ち、生涯健康で活躍でき、安心・安全
に暮らせるまちづくりに努めていきます。今年度
は改選期でもありますので、人件費や扶助費をは
じめとする義務的経費、継続的な普通建設事業な
どを中心とした骨格予算となっております。
　一般会計は41億6,700万円を計上し、前年度当
初予算と比較し、３億1,000万円、6.9％減の予算
となりました。
　特別会計では、簡易水道特別会計で、８年間か
けて行ってきた簡易水道再編推進事業が令和元年
度をもって完了したため、令和２年度では１億
9,850万円、53.4％の減額となっています。介護
サービス特別会計では、令和元年度に特別養護
老人ホームの特殊浴槽（機械浴）の更新整備を行
いましたが、令和２年度は平常年並みの予算で、
1,080万円、52.2％の減額となっています。その
他の特別会計では、ほぼ前年並みになりました。
　一般会計と６特別会計を合わせた新年度予算の
総額は、前年度当初予算比9.0％減の54億5,520万
円となりました。　

会 計 名 令和２年度予算 令和元年度予算 前年度対比

一 般 会 計 41億6,700万円 44億7,700万円 △6.9％

国民健康保険特別会計 4億9,520万円 5億160万円 △1.3％

後期高齢者医療特別会計 5,580万円 5,600万円 △0.4％

介護保険事業特別会計 3億6,260万円 3億5,570万円 1.9％

介護サービス事業特別会計 990万円 2,070万円 △52.2％

簡 易 水 道 特 別 会 計 1億7,330万円 3億7,180万円 △53.4％

下 水 道 特 別 会 計 1億9,140万円 2億1,140万円 △9.5％

計 54億5,520万円 59億9,420万円 △9.0％

会計別の予算

広報おけと2 ２０２０.４



令和２年度 まちのお金の使いみち
町税
3億32万円（7.2％）

町債
3億4,070万円（8.2％）

繰入金
3億978万円（7.4％）

道支出金
1億8,258万円（4.4％）

国庫支出金
1億6,321万円（3.9％）

地方消費税交付金等
6,750万円（1.6％）

使用料及び手数料等
1億3,241万円（3.2％）

諸収入等
1億8,680万円（4.5％）

地方譲与税
9,070万円（2.2％）

地方交付税
23億9,300万円
（57.4％）

一般会計
歳入総額

41億6,700万円

一般会計
歳出総額

41億6,700万円

議会費
3,951万円（1.0％）

商工費
7,877万円（1.9％）

消防費
1億8,979万円（4.6％）

総務費
2億7,079万円（6.5％）

衛生費
2億8,358万円（6.8％）

農林水産業費
3億945万円（7.4％）

その他
453万円（0.1％）

民生費
11億4,204万円
（27.4％）

給与費
6億0,277万円

（14.5％）

公債費
4億6,408万円
（11.1％）

教育費
4億2,614万円
（10.2％）

土木費
3億5,555万円
（8.5％）

■歳入のあらまし
　町税は、個人町民税と固定資産税を増額し
4.3％増の３億32万円を計上。地方譲与税は、
森林環境譲与税の増額が前倒しされたことか
ら、31.4％増の9,070万円を計上。地方交付税
は、前年度比1.8％増の23億9,300万円を見込ん
で計上。うち普通交付税は、前年度より9,300
万円増額の22億1,300万円を計上。交付税の振
替措置の臨時財政対策債との合計では、3.7％
増の22億8,900万円を計上。繰入金は、減債基
金より前年度と同額の３億円を繰入し、骨格予
算のため財政調整基金は繰入をしません。森林
環境譲与税を財源とした未来への森づくり基金
繰入金を含めても前年度比48.4％減の３億978
万円の計上。町債は、過疎対策事業債など２億

6,470万円、臨時財政対策債7,600万円を合せ、
３億4,070万円を計上。令和２年度末の町債残
高は、現時点で50億893万円の見込みです。
■歳出のあらまし
　管理経費等は、施設管理委託業務の労務単価
の上昇や経年劣化による修繕費などにより増額。
人件費は、４月からの会計年度任用職員制度の
導入に伴い、非常勤職員に対する賃金や社会保
険料などが物件費から人件費に移行することか
ら増額。投資的経費は、骨格予算であることか
ら、債務負担行為の福祉バス更新や前年度実施
設計を行った置戸町こどもセンター増築および
改修工事、町営住宅外壁等改修工事などを中心
として、前年度比28.8％減の５億896万円を計
上しました。
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令和２年度の主な事業・経費

定住・住環境対策の促進
　定住・住環境対策として導入した置戸町森と
住まいの支援事業、住宅改修奨励事業は、申請
件数が増えているため、今年度も多くの利用が
見込まれることから、合わせて1,500万円を計上
しました。

まちのＰＲ、情報発信
　令和２年度は町制施行70周年の年でもあり、
さらなるまちの情報発信として広くＰＲするた
め、プロモーション映像等の制作やまちのニュ
ース動画制作経費に220万円を計上しました。ま
た北海道日本ハムファイターズの置戸町応援大
使が決定し、実行委員会補助金として130万円を
計上しました。

福祉バスデザインラッピング
認定こども園増築・改修工事　　

　福祉関係では、福祉バスの車両更新をデザイ
ンラッピング費用も含めて2,603万円を計上し
ました。高齢者福祉関係では、指定管理制度で
運営をしている老人ホームに対して運営体制を
継続的に支援するため指定管理委託料8,823万
円を計上しました。
　児童福祉関係では、認定こども園の園舎の環
境整備に向けて増築及び改修工事の費用とし
て、１億6,457万円をこどもセンター補助金に増
額して計上しました。また、副食費（おかず代）
の利用者負担を免除する認定こども園に対し補
足給付する当町独自の助成事業を継続し、265万
円を計上します。
　乳幼児家庭支援ゴミ袋配布事業、18歳の春旅
立ち応援事業、放課後等児童デイサービス利用
促進事業についても、継続します。子どもたち
が健やかに育つことを願い、子育て世代を支え
る環境づくりのため、ハード、ソフトの両面で
支援を図ります。

くらし

まちの
PR活動

福　祉
子育て

各種検診事業の充実
　各種検診や予防接種への助成、妊婦及び産婦
への一般健康診査への公費負担や交通費の助成、
産婦及び乳児への産後ケアなど、従来どおり継
続して実施します。
　がん検診事業では、早期発見につながるよう
新たにＰＥＴ－ＣＴ検査費用の助成に77万円計
上しました。また、がん検診の機会を確保し継
続した検診を促すため、自己負担額を改定する
とともに、検診対象初年度を無料にし、受診し
やすい環境づくりに努めます。
　健康増進事業の１つに位置付けられている歯
周病検診実施のための費用についても新たに
135万円を計上しました。
　関係医療機関との連携を強化するとともに、
医療体制の充実を図るため、置戸赤十字病院へ
5,000万円の助成を行います。

農業・林業の支援対策推進
　農業関係では、道営事業として生産性の高い
農業実現のため、農業用排水施設、区画整理な
どを総合的に実施する畑地帯担い手支援型事業
として4,270万円、基幹農道整備事業点検診断に
675万円、拓実北地区及び南地区の農地整備事業
に250万円を計上しました。
　常盤地区の営農水利施設長寿命化のため機能
保全計画策定経費を700万円計上しました。
　造林事業では、7,642万円を計上し、下刈りや
除間伐などの実施により町有林の整備に努めま
す。民有林については、未来につなぐ森づくり
推進事業に対し、民有林振興事業補助金として
1,450万円を計上しました。
　林業・林産業を行う事業者が機械を導入する
経費に対して補助を行うため130万円を計上し
ました。
　林業従事者が慢性的に不足している状況を解
消するため、雇用する事業者に対して補助金を
支給するため459万円を計上しました。

健　康　
づくり

産　業
農林業
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令和２年度 まちのお金の使いみち

おけと勝山温泉ゆぅゆ、施設の充実　

　商工関係では、空き店舗の改装及び既存の店
舗改装事業を720万円計上し、過疎化による商店
街の空洞化を防ぐとともに、商工業の活性化を
図ります。
　観光関係では、町内唯一の温泉施設「おけと
勝山温泉ゆぅゆ」に運営の安定化支援のため指
定管理委託料930万円、喫煙室設置経費として
180万円を計上しました。町民はもとより町外か
らも多くの方々に足を運んでもらえる憩いの場
所となるよう施設の充実に努めます。

予防的修繕で安全なまちへ
　土木関係では、橋梁の老朽化対策のため平成
24年度に策定した長寿命化修繕計画にもとづき
七尾橋の予防的な修繕を行うための実施設計経
費として900万円を計上しました。
　冬の積雪対策である流雪溝は、共用開始から
20年が経過し制御システムの老朽化にともない
システム更新を行っています。冬期の安全安心
な暮らしを確保するため、町が管理する区間分
として1,470万円を計上しました。
　町営住宅関係では、川向団地及び新光団地の
外壁等改修工事に3,200万円を計上し、入居者の
住環境の向上を図ります。

町民の安全・安心の確保
　防災関係では、災害時における北海道との連
絡調整体制をとるため、北海道総合行政情報ネ
ットワーク衛星無線回線の更新工事に対して負
担金365万円を計上しました。自然災害などに対
応し、町民の安全・安心の確保に努めます。

商　工
観　光

道路橋梁
住　　宅

外
壁
等
改
修
工
事
予
定
の

新
光
団
地

防　災

中学校舞台吊物装置取替
　学校教育関係では、置戸高校が少子化などの
影響により受験者数の確保が厳しい状況にある
ことから、通学生に対する各種支援や福祉科の
ＰＲ活動を継続して行うため1,400万円を計上
しました。
　中学校では、舞台に設置されている緞帳や照
明などの吊物装置が、経年劣化の取替工事のた
め1,600万円を計上しました。

水泳プール設備更新
　公民館関係では、秋田地区住民センターの音
響機器更新費用として154万円を計上しました。
　社会体育関係では、水泳プールのろ過機配管
設備の老朽化による更新工事に520万円、おけと
パークゴルフ場の芝刈機のうち１台を更新する
ため278万円を計上しました。
　施設の利用促進のため、利用者のニーズにそ
った整備を行い、安全を確保するとともに、体
力向上、健康増進につなげます。

水道管取替・切換え工事
　簡易水道特別会計では、林友橋と学友橋に添
架されている水道管の老朽化にともない、取替
工事に400万円を計上しました。
　拓殖第２地区の水道管の切換え工事に200万
円を計上しました。

■�まちの財政計画や予算については、総務課財
政係までお問い合わせください。

　（☎52-3311）

学　校
教　育

社　会　
教　育

簡　易　
水　道
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水道事業による衛生環境の改善
　人や動植物が生きていくために欠かせない水。

おけとの開拓期、人々は飲み水を確保するため、

沢の水のある場所に住居を構えました。

　昭和20年代になると、家庭では井戸やポンプで

地下水を汲み上げ、利用していました。やがて、

人口が増加し、市街地で住宅が多く建つようにな

ると、下水道がなかったため、汲み取り便所や台

所からの流し汁（生活排水）などで地下水が汚染

され、昭和27年には赤痢の集団発生が起きました。

赤痢は昭和40年半ばまで頻発。町では、春秋の大

掃除週間を設定し、家屋内外の清掃と薬剤の散布

などの各戸清掃指導が行われました。

　このような不衛生な環境を改善するため、昭和

33年９月に水道事業の認可を受け、水源を緑川と

し、置戸市街地区において水道工事を実施。同年

より供用が一部開始されました。このときの使用

料は定額制で家庭用（５人まで）の場合、250円

／月。設備費がかかることや飲み水を買うことへ

の抵抗などもあり、初年度の設備申し込みは５割

に留まりました。

　昭和50年代、置戸地区では水道普及率の高まり

により水量不足が深刻化。この問題を解決するた

めに調査が行われ、その結果、浄水施設や配水池

を新設・拡張し、昭和59年には水源を三の沢に移

しました。また、昭和52年の料金改定では使用料

は50％増と大幅な値上げとなりました。

　その後、水質の悪化や汚染の懸念から境野地区

や川南第３地区も置戸地区簡易水道へ統合。勝山

地区や秋田地区の簡易水道は、それぞれ事業認可

を受け、創設されました。簡易水道以外では、川

南、常盤、安住・中里、拓実、北光・愛の沢で営

農飲雑用水や雑用水の施設が整備されました。

水の安定供給目指し、簡水再編へ
　置戸地区では建設から30年が経過した施設の老

朽化。勝山地区では水源の水質悪化。秋田地区で

は水量不足。安住・中里地区、北光・愛の沢地区

の営農飲雑用水施設では水質悪化。それぞれの地

区が問題を抱えている状況のなか、水量・水質と

もに良好な三の沢川を水源とした水を３地区に給

水する案が検討されました。

　平成24年４月、この事業計画は採択され、翌年

から工事が始まりました。平成30年７月からは、

従量制を導入した料金改定が行われ、平均20％の

値上げを実施。そして、８年の歳月と総事業費32

億円をかけた大事業が、今年度をもって完成を迎

えました。

　大雨などの自然災害が多発する近年、生活に欠

かすことのできない安心安全な水を将来にわたり

確保することは、置戸町にとって最優先の課題と

して取り組んできました。ご理解・ご協力いただ

いたまちの皆さんをはじめ、町議会、関係者の

方々へ心から感謝申し上げます。

■お問い合わせ　施設整備課（☎52-3314）

暮らしを支える安心安全な水
置戸町簡易水道再編推進事業完了記念

置戸浄水場

置戸浄水場内
スレッド式ろ過装置
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北光配水池 川南ポンプ場

境野２号線
ポンプ場

境野ポンプ場

秋田No2配水池

秋田ポンプ場
秋田取水施設
秋田浄水場

幸岡富岡配水池

境野高台
ポンプ場

年　度 事業費 うち国費 事業内容

平成24 7,767万円 1,775万円 詳細設計、管路測量等

 〃 25 3億8,469万円 8,793万円 取水池導水管工事、管
路測量等

 〃 26 6億4,535万円 1億4,658万円 勝山・安住送水ポンプ
場工事、詳細設計等

 〃 27 6億9,190万円 1億5,603万円 秋田送水管工事、用地
測量等

 〃 28 7億1,980万円 1億6,452万円 秋田送水ポンプ工事等

 〃 29 2億7,601万円 6,309万円 北光配水池新設工事等

 〃 30 2億2,324万円 3,854万円 安住中里切替工事等

令和 1 1億6,999万円 2,009万円 北光愛の沢切替工事等

合　計 31億8,865万円 6億9,453万円

　平成24年から着手した町の簡易水道の再

編事業は、約32億円の事業費と８年の歳月

をかけて整備されました。私たちの生活を

支える簡易水道事業の沿革を紹介します。

施工会社９社へ感謝状贈呈
　町は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防

止策として、当初予定していた通水式セレモニー

を中止しました。このため、庁舎応接室にて３月

27日、役場応接室にて事業に尽力された町内外の

工事施工・設計会社９社を招き、井上町長から感

謝状が手渡されました。感謝状が贈呈された企業

については次のとおりです。（敬称略）

　北進工業㈱、㈱遠藤組、小野寺電機㈱（以上、

置戸町）、㈱吉崎工業所、天内工業㈱、エスケー

電気㈱、㈱中神土木設計事務所、㈲協和測量設計、

大起コンサルタント㈱（以上北見市）

■総合事業年度別事業費実績

■置戸町簡易水道施設管路図

勝山安住配水池

置戸浄水場

置戸取水施設

北光第２配水池

勝山
ポンプ場

勝山安住
送水ポンプ場

秋田送水
ポンプ場

北光第２
送水ポンプ場

新設施設管路

既設施設管路

広報おけと 7２０２０.４



4/6  置戸小学校入学式

4/4  どんぐり入園式

4/9  置戸高校入学式

4/6  置戸中学校入学式

新一年生、保護者と先生と記念撮影

ドキドキ、緊張した顔の新入園児

仲間とともに介護福祉士を目指して

勉強に部活、自分の目標に向かって

広報おけと8 ２０２０.４



河野智子さん、手作りマスクを小学校に寄贈

　新型コロナウイルス感染症拡大が心配される中、
新学期が始まる子どもたちのマスク不足を心配す
る保護者や学校の声を知り、町内秋田地区在住の
河野智子さんが布製マスク大中小３種類、計120枚
を手作りし、置戸小学校に寄付しました。同校で
は始業式の日に配布。児童からは「耳の部分が痛
くならなくていいね」、「色んな柄がいっぱい」
と好評。河野さんの善意に感謝しています。

　平成30年４月、オケクラフト作り手養成塾に入
塾し２年間の研修期間を終えた石垣拓也さんと齊
藤陽英さんが、３月19日、山村文化資源保存伝習
施設どま工房で卒塾式を迎えました。新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止のため、来賓等の規模が
縮小される中、井上町長など関係者が門出を祝い
ました。現在、森林工芸館内では、二人の卒塾展
を開催、成果発表のほか展示販売しています。

TOPICS
3.19
Oketo

TOPICS
4.6
Oketo

土田朋子さん、北海道善行賞伝達

　土田朋子さんは、22年間にわたり、交通安全指
導員として、街頭指導など登校時の児童生徒の安
全を見守りました。その功績が認められ、鈴木直
道北海道知事から善行賞が贈られました。伝達式
は３月９日、役場庁舎で行われ、井上町長から表
彰状と盾が手渡されました。「ランドセルを背負
って登校していた子が、車の運転する姿をみると、
時間の流れを感じます」と活動を振り返りました。

TOPICS
3.9
Oketo

作り手養成塾卒塾式、２人のクラフトマンが誕生

置戸町デジタル郷土資料資料館、公開中

　平成29年より準備を進めていた町デジタル郷土
資料館がインターネット公開され、パソコンなど
から閲覧できます。（URL：http://trc-adeac.trc.
co.jp ）また、町ホームページトップからもつな
がることができます。郷土資料館の資料1,430点、
置戸タイムス紙100点、写真175点、秋岡資料200
点など貴重なものばかり。図書館では、さらに資
料が閲覧できるよう準備を進めています。

Digital
4.1
Oketo

町の歴史がわかる写真も公開

広報おけと 9２０２０.４



　新型コロナウイルス感染症拡大防止策のため、卒業生

と教職員だけの卒業式。学び舎を巣立つ成長した子ども

たちの姿を紙面にて紹介します。

置戸中学校を卒業、それぞれの道に進む生徒たち

新しい制服姿で小学校を卒業

置戸小学校・置戸中学校　卒業式
祝 卒 業

広報おけと10 ２０２０.４



■まちづくり推進室

▽地域振興係　菅井椋太（産業振興課農業振興係）

■総務課

▽総務課長事務取扱　和田薫

▽  財政係長　菅原嘉仁（総務課付）

▽財政係主査　長尾俊輔（総務課財政係主任）

▽  財政係　山内ももか（総務課総務係）

■町民生活課

▽税務係　峯田雄斗（出納室出納係）

■産業振興課

▽   林業振興係長　米村光翔（まちづくり推進室地

域振興係主査）

▽商工観光係長　早坂卓（町民生活課税務係）

▽  農業振興係　大和谷五輝（地域福祉センター社

会福祉係）

■施設整備課

▽  管理係兼水道管理係　猪熊拓斗（学校教育課総

務係兼学校教育係）

■地域福祉センター

▽  健康推進係長　木根里子（地域福祉センター健

康推進係主査）　

▽  包括支援係長　大西里香（地域福祉センター健

康推進係長）　

▽  社会福祉係主任　小西諒（地域福祉センター社

会福祉係）

■学校教育課

▽  総務係兼学校教育係　大垣光夫（総務課財政係）

■図書館

▽  業務係主査　仁木信一（産業振興課商工観光係

長）

■選挙管理委員会

▽  事務局長　坂森誠二（まちづくり推進室長兼）

■出納室

▽  出納係　由利瑞姫（町民生活課住民年金係）

■退職（３月31日付）

▽  深川正美（総務課長）

▽  佐藤純子（地域福祉センター次長兼包括支援係

長）

▽  湊美保（総務課財政係長）

▽  南公一郎（産業振興課林業振興係長）

人 事 異 動
■新採用

４月１日付の置戸町職員の人事異動等をお知らせします。
（　）内は異動前です。

北
きた

村
むら

　敏
とし

幸
ゆき

学校教育課
学校教育係主任
「新たな気持ちで、町民の皆
さまの奉仕者として頑張りま
す」

亀
かめ

田
だ

　陸
りく

地域福祉センター
社会福祉係
「自治体職員として自覚を持
ち、町に貢献できるよう頑張
ります」

後
ご

藤
とう

　優
ゆ

佳
か

町民生活課
住民年金係
「わからないことばかりです
が、置戸町の皆さまのお役に
立てるよう頑張ります」

髙
たか

木
ぎ

　麻
ま

衣
い

総務課
総務係
「わからないことばかりです
が、一生懸命、笑顔で頑張り
ます」

杉
すぎ

本
もと

　晴
はる

香
か

学校教育課
総務係兼学校教育係
「一日でも早く仕事を覚えて、
一歩ずつ前進できるよう頑張
ります」

忍
おし

穂
ほ

　綱
つな

基
き

北見地区消防組合
置戸支署消防士
「これまでの勉強と先輩方の技
術を見習い、一日も早く戦力
になれるよう頑張ります」

広報おけと 11２０２０.４
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き

■ご出生おめでとうございます
○結城　有一

　　　　なつみ　女児　ひなた  安住	 3/21

■お悔やみ申し上げます

○森谷　敏雄	 90歳	 境野中央	 2/23

○小澤　シゲ子	 93歳	 緑清園	 2/29

○遠藤　文右衛門	 83歳	 川南	 3/11

○木村　利重	 88歳	 中央	 3/13

○遠藤　耐藏	 85歳	 協生	 3/19

〇武智　トミ	 90歳	 宮下	 3/21

〇戸田　里江	 83歳	 緑栄	 3/31

〇中井　芳江	 93歳	 常楽園	 4/2

●世帯数　　1,404世帯（－８世帯）

●人　口　　2,797人（－28人）

●男1,295人（－18人）女1,502人（－10人）

令和２年３月31日現在（ ）内は２月末比

編
集
後
記

☆都会のような人混みの中、土手の上からテ
レビの人気者を応援した、あの夏の人間ばん
馬大会。子ども心に「芸能人が来るほど人間
ばん馬は有名なんだ。置戸ってすごい」と思
ったものです。楽しい時間を与えてくれた志
村けんさんのご冥福をお祈りします。☆４月
からも広報担当変わらず。マスク姿で取材に
伺いますので、よろしくお願いします。  祐○

■�今月号の表紙：ちょっぴり緊張しているマスク姿の新一年生。今日から楽しい小学校生活がスタートします。

　これまで本事業は、各種医療費助成制度の対象と

ならない小中学生の通院及び高校生の入院・通院に

かかる医療費の自己負担分の一部を、町内で使用で

きる金券で還元してきました。

　町は子育て世代を支える環境づくりとして、４月か

らこの制度の対象医療費を次のとおり拡大しますの

で、お知らせします。

■対象者

　町内に住所があり、小学１年生から高校３年生ま

でのお子さんがいるすべての保護者

■対象医療費

　 医療保険法の対象となる医療費（入院・通院

（医・歯科・調剤・柔道整復）・訪問看護）の自己負

担分（※）全額

■その他

　３月までに既に申請されている方につきましては、

追加で提出いただく書類はなく、制度拡大後の内容

が４月受診分より適用となります。

※各種医療費助成制度を受けている方で、道外の医療機
関を受診、または受給者証を提示せず受診し、病院窓口
で３割自己負担したときは、役場町民生活課医療給付係
にて「償還払い」の手続きを行った後で、ポイント還元の
申請をしてください。

■初めて制度を利用する方へ

 健やか子育てカード発行のときに必要なもの

〇 医療機関等が発行する診療点数の記された領収書

（コピーや医療機関領収印の無いものは不可）

〇保護者（申請者）及び子どもの保険証

〇各種受給者証（該当ある方のみ）

 ・ 子ども医療費受給者証（小中学生の入院のみ必要）

・ひとり親家庭等医療費受給者証

・重度心身障害者医療費受給者証

〇印鑑

 カード発行後、金券発行のときに必要なもの

健やか子育てカード、印鑑

■お問い合わせ　地域福祉センター社会福祉係（☎52-3333）

健やか子育て応援事業の制度を拡大します

健やか子育て応援
置戸町金券

健やか子育てカード
（左：表面　下：裏面）

＼子育て応援！
／

広報おけと12 ２０２０.４


